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　今月からこのコラムを担当することになりました湯
浅です．筆者は現在カリフォルニア州のパロアルトに
あるヒューレット・パッカード研究所（Hewlett-Packard 

Laboratories）に勤務しています．元々は日本にある HP

日本研究所（当時は独立法人でした．現在は 2つに分割
され，それぞれ Agilent Technologiesと日本 HPの一部門）
に入社しました．1999年春から 1年間，イギリスのブ
リストル研究所に出向し，2002年秋から現在のパロア
ルト研究所に移籍となりました．アメリカに来てまだ間
もないのですが，これからシリコンバレーの情報を中心
にお伝えしていく予定ですので，よろしくお願いします．

　ちまた言われることであるが，HPはシリコンバレー
の IT会社としては老舗の大企業でありながら，大胆か
つダイナミックな経営はベンチャー企業そのもの．特
にこの 3，4年の間には，会社が Agilentと HPに分割さ
れ，外部から Carly Fiorinaを会長兼 CEOに迎え，さらに
Compaqと合併するという大きな変革が立て続けに起っ
た．その都度，組織が大きく変わったり，レイオフによ
り同僚が会社を去ったりと辛いことも経験した．もうこ
のような変革には慣れてもよい頃かもしれないが，今で
もびっくりすることがよく起こる．パロアルトに異動し
た直後にも人事のことで驚くニュースがあった．
　それは Alan Kayの HP入社である．「Alanを HP研究所
のシニアフェローとして迎える」というニュースが社内
に出回ったのは，2002年 11月 26日．社外発表と同じ
日であった．Alan Kayのプロフィールは改めて紹介する
までもないであろう．Xerox PARCの創立時のメンバで，
ALTO，Smalltalkを開発，Dynabookを提唱して，「パーソ
ナルコンピューティングの父」といわれる人物である．

　「Alanは HPに来て何をするのだろう？」と同僚の間
で話題になった．私自身もコンピュータ研究に携わる
者として，同じ組織に Alan Kayのような「偉人」が来る
ことに驚き，また嬉しく思い，興味が沸いた．面識はな
かったが，話を聞いてみたいと考え，思いきって Alan

本人にメールを出してみた．するとすぐに返事が来て，
「今度出社する日に会いましょう」という言葉をいただ
いた．Alanは現在，自分が出資して設立した Viewpoints 

Research Institute（VPRI）という NPOの所長をしており，
HPに入社する際には，この VPRI所長の兼務が条件になっ
ていた．彼は今でも VPRIのあるロサンジェルス近郊に
住んでおり，HP研究所のあるシリコンバレーには週に
一度しか来ることができない．
　「離れた場所で VPRI所長と HP研究所フェローという
2つの仕事をするのは大変ではないですか？」と尋ね
たところ，Alanは「いや，VPRIは非営利の研究所だし，
私はもうそれほど関係してないんだよ．家が遠いから毎
日は来れないけど，今の私は HPの社員だよ」と答えた．
彼の口から「社員（Full time employee）」という言葉が
出た時はちょっとした驚きであった．
　「関係ない」とは言っても，VPRIの仕事，つまりコン
ピュータを使った初等教育には今でも情熱を持っておら
れる．VPRIで開発された Etoysというシステムは，画面
上のインタラクションを通して子供に数学（算数），物
理，プログラミングを学ばせるものである．たとえばペ
イント系のインタフェースを使って画面上で自動車の絵
を描く．この車のメタファに進行方向を与えると車は前
に進む．さらに「一定距離進むごとに右に 5度曲がる」
という動きを定義して，それを繰り返すと車は円周上を
回る．このようなインタラクションを通して子供は幾何，
代数，物理の基礎を身に着けていく．私も学生のころ，
「投げたボールが放物線を描く」という写真かビデオを
見て重力（加速度）を学んだ覚えがあるが，同じことを
コンピュータ上でインタラクティブに教えようというの
が Etoysの発想である．
　「本で数式だけ読ませても，子供は理解できないから
ね．こうやって実体験させることが大事なんだよ．」と
Alan Kayは言う．印刷技術が発明された 17世紀以降，
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人間は本を読んで勉強してきた．本が学習ツールとして
最適かどうかは判断しかねるが，その評価にかかわらず
未来の子供がコンピュータやインターネットで物事を学
ぶのは確実である．それに合った教育メソッドを発明し
なければならない，というのが Alanの主張である．VPRI

はアメリカ政府との共同プロジェクトで，学校の現場で
生徒に Etoysを使った教育を行っている．日本の文部省
でも同様のプロジェクトがあり，1月末には Alan自身
が京都に行って 6つの学校（小，中，高それぞれ 2校）
で Etoysを生徒に使わせるのだそうだ．
　さて，それでは HPに来て Alan Kayは何をするのだろ
う？　そう質問したところ，「それは End user studyだ
よ」と彼は答えた．「この会社（HP）は昔から高い技術
の製品を作ってきた．しかし伝統的に技術者のような特
定のユーザを相手にしてきた．今我々はオフィスや家庭
に PCを売っている．また単にハードウェアを作って売
るだけではなく，サービスも提供しなければならない．
そのためには，ユーザインタフェースをもっと向上させ
る必要があるからね．」VPRIで教科書に替わる教育メソッ
ドとしてのコンピュータシステムを開発していた Alan

が，今度は大人のユーザ相手に新しいインタフェース
を提供したいということのように思えた．現在のユーザ
はほとんどがウィンドウシステム上の GUIを通してコン
ピュータを使っている．もちろん現在使われている GUI

は彼の手を離れて発達したものだが，その基本は Alan

自身が ALTO上で作ったものだ．その彼がまた新しい
ユーザインタフェースの研究を始めるとしたら楽しみな
話だ．
　アメリカの会社は大らかなのか，この原稿を書いてい
る 1月現在，HP研究所には Alan Kayのデスクも電話も
なく，専属の秘書もアサインされていない．しかしコン
ピュータとネットワークがあれば仕事ができる彼はそん
なことは気にならないようだ．週 1日の出社日には，精
力的に会社の中を動き回っており，先日も私のいるプロ
ジェクトに来て，デモを見たあと熱心にマネージャと話
しあっていた．
　研究所におけるフェロー（Fellow）は特別研究員とか
客員研究員と訳される．日本では島津製作所で Nobel化
学賞を取られた田中耕一さんが就いたことで一般に知ら
れるようになったが，元々は大学にあった言葉だそうで
ある．特別な予算が組まれて，各種の雑用（大学では講
義，会社ではマネジメント）から離れて研究に専念して
いただこうという地位である．もっともフェローの役割

は組織によってさまざまなようで，HP研究所の場合は，
学会で認められた研究者を処遇する方法の 1つにもなっ
ていて，フェローでありながら，中間管理職という人も
何人かいる．また今回の Alanのように社外から文字通
り「客員」を迎えることもある．Alan Kayは家が遠いと
いう事情があって研究所で部下を採らないかたちになっ
たが，研究所フェローの他に HP社の CTO（最高技術責
任者）をサポートする Technical Advisory Boardのメンバ
にも任命され，技術面から会社の経営に助言をする立場
にもなった．
　それにしても，と筆者は思う．Alan Kayのように功を
成し名を遂げた人が，今また HPという一企業のために
働くというのはどういうことなのであろう．VPRIという
自分で設立した NPOの所長という地位は端から見れば
悠々自適に見えるのだが，それでもなお，何マイルも離
れた会社に一社員として加わるというのである（私は彼
の言った Full time employeeという言葉が印象に残って
いる）.彼は Xerox PARCを辞めた後，Appleと Disneyで
フェローを勤めたことがあり，HPは 3社目のフェロー
ということになる．あえて大学で教鞭をとらず，メーカー
で仕事をするのは，Alan Kay自身が生産に近い現場で仕
事をしたいという希望を持っているのであろう．彼が
言った End user studyという言葉には，実際にユーザに
使ってもらう製品を作るのに携わりたいという意欲が覗
える．
　また Alan Kayのような業績のある人とはいえ，会社を
いくつか変わりながら働くことができるのは，アメリカ
の社会の柔軟性を現しているともいえる．アメリカの企
業は確かに部門を売買したり，社員を大量にレイオフし
たりということを大胆に行う．しかし不採算部門を閉鎖
するだけでは会社経営は成り立たない．企業は同時にビ
ジネスのベクトルを変えたり，新しいパラダイムを導入
する必要があるときは，新しい人を採用するのである．
日本では「リストラ」イコール「レイオフ」というよう
に，ネガティブな面ばかりが強調される傾向がある．し
かし社会の流動化が求められる今日，リストラのマイナ
ス面だけではなく，次にその企業がどこに向かい，どの
ような人を欲しているのかというプラス面にも注目すべ
きではないだろうか．

（平成 15年 2月 12日受付）


